
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

67.5%

水揚げ量の安定化

Ｒ８

地域再生計画（地方創生汚水処理施設整備推進交付金）中間評価調書

沖縄県 読谷村 「美ら水で」いちゅいゆんたんざプロジェクト

令和４年度～令和８年度 読谷村上下水道部長

目標１ 汚水処理人口普及率の増加 68.8% 70.7%Ｒ２ 69.5%

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

地域再生計画の目標
基準値 中間目標値

Ｒ６

目標２

中間目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度

最終目標値
中間評価

進捗状況に若干の遅れが伺えるが、引き続き目標達成を目指していく。

達成状況

22基

×

②事業の進捗状況 中間年度
（R6）

目標４ 主要観光施設入込客数の増加
1,887
千人

事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

計画

1,935
千人

Ｒ８
1,996
千人

Ｒ元
1,964
千人

Ｒ６ 進捗状況に若干の遅れが伺えるが、引き続き目標達成を目指していく。

最終実績
見込み

10,593m

特別措置を適用して行う
事業

公共下水道事業（整備延長） 8,470m 3,709m

その他の事業

個人設置型浄化槽事業（整備基数） 25基 12基

計画外で独自に実施した
事業

地域漁業活性化事業
村内の漁業組合へ（読谷村漁業協同組
合）補助金交付。

漁業組合の環境保全事業、生産基盤拡大・強化に対し、補助金交付し事業を支援。

観光推進事業 観光協会の活動に対し、補助金交付。
本村の豊かな自然、文化、歴史、伝統工芸品のほか地域資源や観光資源を広く県内外へ発信し、本村の認知度向上と観光誘客を図るため、観光協会の活動に対し補助を行っ
た。

・事業期間延長計画の変更の認定申請を予定。
⑦今後の方針等に対する
対応

⑥今後の方針等

③評価方法 読谷村まち・ひと・しごと創生審議会を開催し、中間目標値の実施状況に関する評価・検討等を行う。

④中間評価の公表方法 読谷村上下水道課のホームページに掲載

⑤計画全体の総合評価
　本地域再生計画では、地方創生汚水処理施設整備推進交付金を活用した公共下水道と浄化槽を一体的に整備することにより、生活環境の改善、公共用水域の保全を図り、持続可能なむらづくりを目的としている。なお、目標1の汚水処理人口
普及率の増加については、進捗状況に若干の遅れが伺えるが、引き続き目標達成を目指していく。

中間評価結果の反映状況

指標
総数

達成
数

当初計画では主要な管渠のみを補助対象としていたが、全ての管渠が補助対象となったことにより、整備延長が増加し、その結果、進捗の遅れが見受けられる。今後は計画期間
の延長し、引き続き整備を推進していく。

事業の進捗状況に関する評価

当初計画に対し整備基数から見る進捗率は、若干の遅れが伺えるため、必要に応じ計画期間の延長も視野に入れ、引き続き計画に即した整備を目指していく。

×

Ｒ８

有りの場合その具体的内容

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     ) 計画期間内での完了が困難なことから、地域再生計画の変更を行い、計画期間を2年間延長する予定。

     令和〇年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  )

　　 有りの場合の増減額　　　　　　　　　　　　千円

120t/年 Ｒ２ 121t/年 Ｒ６ 85t/年 121t/年 × 4 1 地球温暖化による海水温の上昇、海流の変化等に左右されるが、引き続き目標達成を目指していく。

目標３ 定住人口の増加 0人 Ｒ２ 155人 既に最終目標値に達している。Ｒ６ 1,105人 310人 Ｒ８ 〇


